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高萩市市民憲章昭和49年11月1日制定

1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り,明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

1 元気で働き‘豊かなまちをつくりましょう

1思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう
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(松岡中学校運動会）

みんなの気持ちを

バトンにこめて

9月7日旧） 松岡中学校で，市内の保育所，幼稚園小中

学校に先がけ，運動会が開かれました。友だちや家族の声援を

受けながら，みんな力いっぱいがんばりました。

運動会の花形， リレ競走では，みんなの気持ちを－つのバ

トンにこめて力走していました。

テレフォンサービス「市政案内」は23 1151 . 1152です－



ますがた

桝形踏切が

立体交差になります
都市計画道路3．3． 10号高戸上手綱線立体交差事業

巽
幸

現
在
、
高
戸
か
ら
下
手
綱
地
区
（
桝
形
踏
切
附
近
）
で
《
都

市
計
画
道
路
高
戸
上
手
綱
線
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
高
萩
土
木
事
務
所
が
事
業
主
体
と
な
り
、

桝
形
踏
切
を
閉
鎖
し
、
常
磐
自
動
車
道
と
国
道
六
号
の
交
差

を
立
体
化
す
る
も
の
で
、
完
成
後
は
県
道
高
萩
塙
線
と
な
り口

今
回
は
、
こ
の
都
市
計
画
道
路
高
戸
上
手
綱
線
立
体
交
差

事
業
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
と

、
）

常
磐
線
を
横
断
す
る
桝
形
踏
切
の
一

日
の
交
通
量
は
、
約
六
、
九
○
○
台
あ

り
、
列
車
の
通
行
回
数
は
約
一
二
○
回

切
と
遮
断
時
間
が
長
く
、
ま
た
、
国
道
六

瀝
号
と
の
距
離
が
近
接
し
、
し
か
も
国
道

桝
六
号
の
交
通
量
が
非
常
に
多
い
こ
と
か

の在
ら
、
大
変
危
険
な
箇
所
と
さ
れ
て
い
ま

蛭
す
。 踏

切
聿
故
、
交
通
渋
滞
の
解
消

国
道
六
号
の
連
絡
道

事
業
の
目
的

こ
の
た
め
、
踏
切
を
除
去
し
立
体
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全
の
確
保

と
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
も
の
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
の
常
磐
自
動
車

道
、
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用

開
始
と
同
時
に
、
国
道
六
号
と
の
ア

ク
セ
ス
道
路
（
連
絡
道
路
）
と
し
て
、

活
用
を
図
り
ま
す
。

ｑ
工
事
中
の
桝
形
踏
切
附
近
言
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戒

主
な
施
設
と
し
て
は
、
高
架
橋
、
地

下
道
、
橋
梁
（
二
橋
）
や
街
路
な
ど
の

整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
体
計
画
延
長
八
三
○
ｍ

計
画
幅
員
十
八
ｍ
～
二
十
九
・
六
ｍ

峰
（
三
・
五
ｍ
歩
道
両
側
設
置
）

塾

も

ザ

ｆ

に

１

一

確

卦

蹄

織

部

三

斗

恥

岬

言

棒

》識辞

撫

糾蕊
鯛
艘
部
艇
諦

こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
建

設
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
踏
切
を
閉
鎖

し
約
八
三
○
ｍ
区
間
に
つ
い
て
、
新
し

二
せ
ん

く
立
体
橋
（
跨
線
橋
）
や
地
下
道
を
整

備
す
る
事
業
で
す
。

地
下
道
や
側
道
、歩

道
も
整
備

事
業
の
概
況

職

一
し
て
、
鰯
、
專
用
の
地
下
道
を

一
設
置
も
ま
す
℃
軽
・
《

2



←至高萩’

ｰ

基
礎
工
事

橋
台
や
橋
脚
の
基
礎
杭
は
、
場
所
打

ち
杭
工
法
と
い
う
無
公
害
型
の
特
殊
工

法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

中
に
長
さ
三
○
ｍ
、
径
一
・
二
ｍ
の
長

大
な
孔
を
掘
削
し
、
こ
れ
に
鉄
筋
及
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
で
築
造

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
杭
を
高
架
橋
の

基
礎
と
し
て
全
部
で
六
十
九
本
使
用
し

ま
す
。

下
部
工
事

橋
脚
は
、
将
来
の
都
市
形
成
を
踏
ま

え
、
都
市
と
の
調
和
や
美
観
的
に
も
優

れ
た
バ
チ
型
形
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

脚
と
し
て
い
ま
す
。

上
部
工
事

橋
桁
は
、
二
径
間
及
び
三
径
間
の
連

続
と
し
て
走
行
性
を
良
く
し
、
振
動
、

騒
音
の
低
減
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
脚
と
の
調
和
を
も
た
せ
た

形
状
と
し
て
い
ま
す
。

地
下
道
工
事

常
磐
線
、
国
道
六
号
の
下
を
横
断
す

る
地
下
道
は
、
常
磐
線
の
運
行
を
確
保

す
る
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
工
法
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
工
法
が
開
発
さ
れ
て
か

ら
、
日
本
で
十
四
番
目
の
工
事
と
な
り
、

長
さ
は
日
本
一
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
全
体
計
画
の
も
と
に

県
が
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
総
事
業

費
約
二
十
三
億
円
で
進
め
て
い
ま
す
。

工
事
の
特
徴

昭
和
六
十
三
年
三
月
の

完
成
を
め
ざ
し
て

昭
和
六
十
一
年
度
は
、
高
架
橋
の
下

部
工
事
、
地
下
道
全
体
及
び
街
路
部
の
盛

土
等
の
工
事
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在

着
工
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
、
高
架

橋
の
上
部
工
事
を
施
工
し
、
昭
和
六
十
三

年
三
月
ま
で
に
は
、
全
区
間
の
舗
装
、

植
栽
等
も
完
成
し
供
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

○
Ｐ
Ｃ
Ｒ
工
法

上
床
版
及
び
両
側
壁
を
作
る
た
め
、

ピ
ア
ノ
線
の
は
い
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

桁
を
横
か
ら
圧
入
し
、
荷
重
や
土
圧
に

抵
抗
す
る
も
の
で
す
。

高架橋部の標準横断面図

9．20

唖 8．00 0．5」
ー

う
か
い
ろ

国
道
六
号
の
迂
回
路

都
市
計
画
道
路
高
戸
上
手
綱
線
の
地

下
道
工
事
の
施
行
に
伴
い
、
昭
和
六
十

一
年
十
月
中
旬
か
ら
昭
和
六
十
二
年
一

月
下
旬
ま
で
の
間
、
国
道
六
号
の
迂
回

路
を
設
置
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
こ

の
区
間
で
の
徐
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
道
高
萩
塙
線
の
通
行
止

県
道
高
萩
塙
線
、
下
手
綱
地
内
は
今

年
の
二
月
か
ら
車
両
通
行
止
と
な
っ
て

お
り
市
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
箇
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

土
木
事
務
所
か
ら
の

お
し
ら
せ

※
工
事
の
施
工
は
、
交

通
安
全
対
策
等
に
特

に
留
意
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
生
活

環
境
の
確
保
に
努
め
な

が
ら
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
、
お

気
付
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
高
萩
土
木
事
務
所

合
二
二
’
二
一
七
五
、

市
役
所
都
市
計
画
課
査

二
三
’
一
二
一
一
内
線

四
一
一
３



○
高
萩
市
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

よ
し
や
す

熊
坂
吉
惠
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
高
萩
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
今
川
清
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
は
、
作
山
榮
一
氏
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
以
上
、
人
事
案
件
に
つ
い
て

は
、
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
第
三
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
九
月
九
日
㈹
に
開
会
し
、

十
一
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、

九
月
十
九
日
③
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に

関
す
る
も
の
三
件
、
報
告
に
関
す
る
も

の
二
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
四
件
、

予
算
に
関
す
る
も
の
四
件
、
そ
の
他
二

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〔
人
事
〕

市

議
会
だ
よ
り

第
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

以
上
二
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
営

企
業
法
第
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
昭
和
六
十
年
度
の
企
業
会
計
の
決

算
を
議
会
の
認
定
に
付
し
た
も
の
で
す
。

○
高
萩
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
費
用
弁
償
の
改
定
で
す
。

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
報
酬

及
び
費
用
弁
償
の
改
定
で
す
。

○
高
萩
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

〔
条
例
〕

〔
報
告
〕

一
）

改
正
に
つ
い
て
は
、
報
酬
の
改
定
で
す

以
上
三
件
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
経

済
情
勢
の
動
向
を
考
慮
し
、
適
正
な
額

に
改
定
し
た
も
の
で
す
。

○
高
萩
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
法
施
行
令
の

一
部
改
正
及
び
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

準
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
本
条
例
の
一

部
改
正
で
す
。

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
、
第
四
号
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

ロ
万
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

〔
予
算
〕

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
小
学
生
の
通
学
路
の
早
期
整
備
に
関

す
る
陳
情

○
高
戸
の
道
路
対
策
に
つ
い
て

（
高
戸
海
岸
周
辺
道
路
）

○
都
市
計
画
の
用
途
指
定
の
見
直
し
に

つ
い
て

○
高
浜
市
営
住
宅
の
住
居
番
号
表
示
に

つ
い
て

○
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
（
秋
山
地
区
）

○
妊
産
婦
へ
の
貸
付
制
度
に
つ
い
て

○
姉
妹
都
市
に
つ
い
て

○
松
岡
城
吐
に
つ
い
て

○
商
業
活
性
化
に
つ
い
て

○
高
萩
海
岸
の
安
全
性
と
利
用
に
つ
い

て○
高
萩
市
の
振
興
策
に
つ
い
て

（
県
北
臨
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
）

○
入
札
制
度
に
つ
い
て

○
台
風
十
号
関
係
に
つ
い
て

（
被
害
状
況
・
対
策
等
に
つ
い
て
）

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

さ
か
い
ぜ
ん
ざ
わ

（
関
口
地
区
・
界
前
沢
地
区
）

〕
通
学
路
に
つ
い
て

（
松
岡
小
・
中
学
校
関
係
）

〔
一
般
質
問
〕

〔
そ
の
他
〕

〔
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〕

へ

》

○
郵
便
貯
金
非
課
税
制
度
並
び
に
マ
ル
４

侵
制
度
存
続
に
関
す
る
請
願
書

○
大
型
間
接
税
導
入
に
反
対
す
る
陳
情

○
戦
争
と
暗
黒
政
治
へ
の
道
を
ひ
ら
く

「
国
家
機
密
法
案
」
に
反
対
す
る
陳
情

聿
日○

「
国
家
秘
密
に
係
る
ス
パ
イ
行
為
等

の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
案
に
反
対
す

る
陳
情
書

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
県
道
沿
い
排
水
路
の
は
ん
ら
ん
防
止

に
つ
い
て

※
不
採
択
と
さ
れ
た
も
の

○
ス
パ
イ
防
止
の
た
め
の
法
律
制
定
を

求
め
る
陳
情
書

※
取
り
下
げ
た
も
の

○
市
道
一
四
三
号
線
整
備
に
関
す
る
請

願○
大
型
間
接
税
導
入
に
反
対
す
る
意
見

書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

○
郵
便
貯
金
非
課
税
制
度
並
び
に
マ
ル

優
制
度
存
続
に
関
す
る
意
見
害
（
案
）

の
提
出
に
つ
い
て

○
国
家
機
密
法
の
制
定
に
反
対
す
る
意

見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

以
上
意
見
書
案
三
件
に
つ
い
て
は
、

議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

〔
意
見
書
案
の
提
出
〕〔

議
会
事
務
局
〕



私
は
、
市
の
監
査
委
員
と
し
て
二
期

五
年
八
か
月
の
間
、
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
微
力
な

が
ら
市
政
発
展
の
た
め
努
力
し
て
参
り

ま
し
た
。

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
、
鈴
木
市
長
の

推
挙
に
よ
り
、
去
る
、
九
月
九
日
㈹
の

昭
和
六
十
一
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
同
意
を
い

た
だ
き
、
助
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
生
来
不
敏
し
か
も
浅
学
非
才

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
を
め
ぐ
る
行

財
政
の
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
、
果
た

し
て
職
責
を
果
た
し
得
る
か
と
、
内
心

就
任
あ
い
さ
つ

助
役
熊
坂
吉
惠

紐
泥
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
職
務

に
専
念
し
、
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
、
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
な
ど
、
鈴
木

市
長
の
よ
き
補
佐
役
に
徹
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ま
た
、
市
発
展
の
基
本
計
画
と
し
て
、

昨
年
の
十
二
月
制
定
さ
れ
た
新
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
、
〃
海
と
緑
を
生
か
し

た
産
業
・
文
化
都
市
〃
高
萩
づ
く
り
に
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
努
力
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

幸
い
私
は
、
愛
市
の
情
は
人
後
に
落

ち
な
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
初
心

を
忘
れ
ず
、
粉
骨
砕
身
努
力
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
会
及
び
市

民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご

べ
ん
た
つ

鞭
健
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

よ
し
や
す ー

第四専門部会員名簿

元気で働き，豊かなまちづく（

元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て

第
四
專
門
部
会
は
、
〃
元
気
で
働
き
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
〃
を
合
い
言
葉
に

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

○
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
保
健
衛
生

思
想
を
高
め
る
運
動

○
体
を
き
た
え
、
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

○
勤
労
意
欲
を
の
ば
す
運
動

市民憲章

推進協議会
(敬称略）

所属機関団体名

市議会総務委員長

高萩市各種婦人団体連絡協議会長

高萩市消防団長

高萩地区労働組合協議会議長

高萩市医師会長

高萩市歯科医師会長

高萩市薬剤師会長

高萩市体育協会長

高萩市スポーツ少年団本部長

高萩保健所長

体育指導貝連絡協議会長

氏 名

④
平 正三

大森き

～第4専門部会～濡

鋤
一
“

政次

寿明

喜一

：
も
体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
が
一
番

で
す
。市

民
総
合
体
育
大
会
、
歩
く
会
、
各

種
駅
伝
大
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

毎
年
十
月
に
行
わ
れ
る

ｑ
市
民
歩
く
会

若松政次

一？米倉治郎

沼田吉人

小田木真一

堀剛治郎

落合 裕

社会福祉協議会高萩支部長

〃 東地区北支部長

高萩婦人会長

石 喜次 蝉
識

塚本宗三郎

吉川多喜子

沼田裕一 そ
の
他
、
教
育
委
員
会
、
体
育
指
導

員
、
專
門
部
会
等
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
、
余
暇
の
活
用
と
市
民
の
健

康
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

抄
市
民
駅
伝
大
会

商工会青年部長

松岡中学校長

君田中学校長

健康づくり推進協議会長

高萩献血連合会長

スポーツ少年団指導者協議会長

松岡中学校PTA会長

君田中学校PTA会長

琳
一
諏

琳

癖

僻

淋
一
制

琳

癖

僻

淋

佐川

捧
一
健
瞬

挫
一
昇
一
栄

割

藤太

定昭

豆
ノ1

オく

義朝
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？
ま さ りが 会れ三 か

高る ら健食こが 、回九女ら
鰐'ﾐ鳥制鰹騨性だ
鮭濡fヵ理？卿! のの
騨灘&鮭：鱗臨不
、れお活知の 。た指央の自
桂慰蝿：溌料曽
町の友れ得由 料室館理

先￥罷て婁 豊関で教
茨 。深う よ性 習か第室

三世代が汗を流して

裸のつきあい
き､ 曽
曹 、銚溺錨鵡磯語i"","

町舞

少＝
ー

…"鏡灘
…誇堆丁一

－－

謀

瀞

轆繋錨』

慰淘
f

:;欝識

吟

灘
踏
霧

堅
醒
燕
簿
較
懸
斗
挫
“
鉾

.《傘＄:粂鼠農…霞

…
」

Z

’；

轍 唾嘩＃

鋼

…惨､琴

謬鞭'

-‘噌玲鈴

, ＃､,, ;
‘1

評[ ］ ず ﾄﾄへ
）

塾 罐､い

九
月
七
日
⑪
東
小
学
校
で
、
第
四
回
東
地

区
三
世
代
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
が
、
約
三
百
人
の

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
大
会
は
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
、

お
年
寄
り
や
若
い
人
、
孫
と
三
世
代
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
一
生
懸
命
練

習
し
て
い
る
し
、
お
年
寄
り
も
毎
日
楽
し
み
で

や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

三
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、

今
年
は
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
の
ラ
ド
ン
温
泉
に
一

緒
に
入
り
、
裸
の
つ
き
あ
い
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、

ほ
か
の
地
域
で
も
、
こ
う
い
う
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
て
、
東
地
区
全
体
の
運
動
会
で
も
で

き
れ
ば
最
高
で
す
ね
凶
と
塚
本
宗
三
郎
さ
ん

（
社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
北
支
部
長
）
は
将

来
の
希
望
を
含
め
て
、
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し

，
歪
Ｌ
○

城
市
か
ら
、
約
四
十
人
が
参
加
、
高
萩

保
健
所
の
栄
養
士
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
、
旬
の
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
、
県
の
教
育
委
員
会
主

催
の
〃
親
子
ふ
れ
あ
い
の
船
“
Ｉ
科

学
に
親
し
む
船
上
セ
ミ
ナ
ー
Ｉ
が
行

わ
れ
、
市
内
で
は
東
小
学
校
か
ら
、

国
井
徹
也
（
俊
明
、
六
年
）
さ
ん

稲
川
正
昭
（
秀
文
、
六
年
）
さ
ん

大
塚
英
治
（
直
美
、
五
年
）
さ
ん

（
写
真
右
か
ら
）

親
子
の
三
組
が
参
加
し
ま
し
た
。
《

わが子の成長に驚き′：
〆
こ
の
催
し
は
、
科
学
万
博
を
契
機
に

親
子
が
船
を
利
用
し
て
、
科
学
の
心
を

養
う
と
と
も
に
、
集
団
生
活
を
通
し
て

心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
豊
か
な
親
子

関
係
を
築
こ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す

八
月
二
十
六
日
㈹
か
ら
二
十
八
日
附

の
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
大
洗
港
か
ら

宮
古
港
（
三
陸
海
岸
と
八
幡
平
）
往
復

の
コ
ー
ス
で
、
〃
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
７
〃
号

〆
》

～第1回親子ふれあいの船～

が
使
用
さ
れ
、
県
内
か
ら
二
五
九
組
の
６

親
子
が
船
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
、

「
は
じ
め
は
船
酔
い
で
、
ひ
ど
か
っ
た

け
ど
す
ぐ
に
な
れ
ち
ゃ
っ
た
。
め
っ
た

に
行
け
な
い
所
へ
、
船
で
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
旅
行
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
よ
。
同
じ
部
屋
や
班
の
人

と
た
く
さ
ん
友
だ
ち
も
で
き
た
し
：
…
由

一
方
、
お
父
さ
ん
た
ち
も
、

「
子
ど
も
の
普
段
わ
か
ら
な
い

性
格
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
か
。
…
・
・
・
と
、
い
つ
の
間

に
か
自
分
の
子
ど
も
が
大
人
に

な
っ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た

三
日
間
一
緒
に
い
る
と
子
ど
も

が
甘
え
て
き
た
り
、
普
段
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
楽

し
い
旅
に
な
り
ま
し
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

船
の
上
で
は
、
楽
し
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
科
学
の
学
習

と
し
て
の
星
座
観
察
、
わ
ら
を

使
っ
た
手
づ
く
り
の
〃
し
の
び

駒
づ
く
り
“
な
ど
を
体
験
、
ま

た
、
バ
ス
に
乗
っ
て
小
岩
井
農
場
や
三

陸
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の
見
学
な
ど
も
あ

っ
て
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

〃
あ
つ
〃
と
い
う
間
の
短
か
い
三
日

間
の
よ
う
で
し
た
が
、
三
組
の
親
子
に

と
っ
て
は
、
と
て
も
有
意
義
で
、
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
〃
親
子
ふ
れ
あ
い
の

船
“
で
し
た
。



似
｜
日
署
長
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド

瞳

‐
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脅離
' ' 1 婚燕警#霧零や震歳,~

▲元気な子どもたちのおはやし

9月15日 （敬老の日） 市民体育館で，

約800人の三世代のみなさんが参加して，

第21回高萩市老人福祉大会と第8回老人

を囲む三世代の集い芸能発表会が行われ

ました。

秋
の
交
通
安
全

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

九
月
二
十
一
日
⑧
駅
前
通
り
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
、
秋
の
交
通
安
全
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

県
警
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
を

先
頭
に
交
通
少
年
団
の
一
日
署
長
（
佐

わ
た
る

も
も
た
せ
い
じ

藤
宣
く
ん
・
高
小
六
年
、
百
田
誠
司
く
ん
・

か
な
え

束
小
六
年
、
深
津
愛
恵
き
ん
・
秋
小
六
年
）
、

各
小
学
校
の
鼓
笛
隊
、
交
通
少
年
団
、

交
通
安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
な
ど
約

六
百
人
が
参
加
し
て
、
市
役
所
か
ら
駅

前
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

途
中
、
沿
道
に
つ
め
か
け
た
た
く
さ

ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
、
駅
前
で
は
県
警
音
楽
隊
の

演
奏
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
体
験
、

人
形
を
使
っ
た
ま
き
こ
み
実
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

画
》

》
》

鍵

斡墨
琴

雲
窪 蕊唾

（
蕊

等蕊

▲まごころをこめて座ぶとんづくり
9月8日（月） 老人いこいの家で，各種

婦人団体のみなさんが，座ぶとんづくり

を行いました。 まごころをこめてつくら

れたこの座ぶとんは， 9月10日, 11日の

両日，今年85歳になった市内のお年寄り

45人に贈られました。

￥麹…』癖繊議瀕瑛 #幣騨燕撚灘辮1蕊や卜璽‘ 玲轄蕊

▲お母さんたちも風船をもって参加▲カラーガード隊の演技

私のアイデア料理
h

票

｜さんまのナルト巻き’

（材料4～5人分）

・さんま 5ひき ・サラダ油

・片くり粉少々 ・しょう油

みりん， しょうがのしぼり汁

少々

酒，

（作り方）

①さんまを3枚におろして中ぽねを

とったら， さらに半分にして細長く

する。 （1ぴきのさんまから4枚でき

ることになる｡）

②しょう油，酒，みりん， しょうが

のしぼり汁をあわせて，①のさんま

を30分以上浸し，下味をつける。

③1枚ずつ広げて，片くり粉をうす

くまぶし，皮を内側にして巻いたら，

食生活改善推進員

穂積悦子さん

（上手綱）▲かぶの酢づけを付け合わせに

「さんまのおいしい季節

です。 さんまもいろいろな

食べ方がありますが， この

‘‘ナルト巻き”は， おつま

みにもいいし， お弁当のお

かずにもおいしいですよ凶

つまようじで止める。

④なべに油をひいて，両面焼く。

⑤なべに残った油はすて， しょう油

とみりんを同量（大さじ2～3杯）

入れて再び火にかけ， ほどよく照り

味をつける。
’
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仙

士“嗜牛』

罐

裳冒

を曇

灘鰯鶴

▲ 海岸をきれいに.／

8月24日（日） 台風10号のため海草やご

み，空き缶などで大変よごれてしまった

高萩海岸をきれいにしようと， たくさん

の市民のみなさんが参加して，今年2回

目の海岸清掃が行われました。 ▲気合いもするどく"おめ～ん”

8月24日（日） 東小学校体育館で，第7

回高萩市内剣道練成大会が開かれ,小学生，

中学生，一般の部に男・女約300人が参

加して，個人・団体戦にそれぞれ熱戦を

繰り広げました。

県
北
地
区
大
会
の

出
場
チ
ー
ム
決
ま
る

八
月
二
十
七
日
伽
高
浜
運
動
広
場

で
、
第
四
回
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ヶ
ー
・
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
県
北
地
区
大
会
の
出
場
チ

ー
ム
を
決
め
る
市
の
予
選
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
七
チ
ー
ム
ず
つ
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

〔
代
表
出
場
チ
ー
ム
〕

ク
ロ
ッ
ヶ
ー
の
部

和
野
や
よ
い
の
会

島
名
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

島
名
ク
ラ
ブ

ぐ
上
島
名
ク
ラ
ブ

し
〃
火
災
保
険
号
〃
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

八
月
二
十
八
日
附
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
に
消
防
自
動
車
〃
火
災

保
険
号
〃
が
寄
贈
さ
れ
、
高
萩
市
消
防
団
第
四
分
団

（
島
名
、
堀
田
喜
久
分
団
長
）
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
㈲

蕊

窺

毒

霧

》

:零

欝

種

認謡
＃

識 殿

１
驚
綴
函

噴

必

識

繩

鰯

澱
蕊

識

黙

癖

ー
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ママさんがんばれ.ノ

9月7日（日） 高萩工業高校で，第7回高萩杯

争奪ママさんソフトボール大会が13チームの参

▼加で行われ，熱戦が繰り広げられました。

'淨離
鳶議懲織謹蕊舞

鋸

蕊

塔､

;癖

▲L 赤浜地区でも海岸清掃

9月7日（日） 赤浜地区でも，地域の人たちが

参加して赤浜海岸の清掃奉仕作業を実施しまし

た。 きれいな海を汚さないようにしましょう。

鵠

＝

霊…

〃
〆

▲市長杯争奪軟式野球大会が開幕

9月7日（日） 市営野球場で，第14回高萩市長杯争奪軟式野球大

会の開会式が行われ， いよいよ熱戦の火ぶたが切られました。

〆

白熱戦一

第19回高萩市ママさんバレボル大会

ー

▼’

rni把壗

ｑ
小
川
清
先
生
の
講
演

込

県
医
師
会

や藍

篭鍵市民健康まつり

～子どもの健康を考える～

9月20日(土） 中央公民館で，市民健康

まつりが「子どもの健康を考える」 とい

うテーマで開かれ，約150人の市民のみ

なさんが参加しました。

月14B(日),市民体育館で， 第19回高萩市ママさん

－ボール大会が開かれ， 白熱した試合が繰り広げられ

た。優勝：島名チーム，準優勝：本町チーム，第3位

本町・肥前町チーム，駒木原チーム

９
し
し
東

（
キ
《
・
・

9



F工業“を訪糀弓
～企業紹介～

⑨

株式会社永谷園本舗

社長
よし お

甫 永谷嘉男さん

東京に在住で，奥さんと長男夫婦の四

人暮らしです。

趣味は，絵画とゴルフ。特に絵画は玄

人はだしの腕前とか……。

健康法は，奥さんお手製の“野菜とハ

チミツの愛情ジュース;， もう一つは皇居

周辺のジョギングだそうです。

株式会社永谷園本舗

株
式
会
社
永
谷
園
本
舗
は
、
昭
和
二

十
八
年
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
三
十
三

年
間
〃
味
ひ
と
す
じ
〃
を
社
命
と
し
て
、

日
本
の
味
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

本
社
は
東
京
に
あ
り
、
全
国
に
十
五

の
営
業
所
と
三
つ
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。

高萩市赤浜字松久保603-2

（松久保工業団地）

17億5,600万円

お茶づけ，即席みそ汁，ふり

かけ， お吸いもの

23,816㎡

9,362㎡

198名

昭和50年5月

住 所

資本金

主な製品

敷地面積

建物面積

社員数

操業開始

.ー

高
萩
工
場
は
、
伸
び
続
け
る
需
要
の

増
大
を
ま
か
な
い
、
流
通
の
〃
東
の
拠

点
“
に
し
よ
う
と
、
日
本
女
子
登
山
隊

が
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た
昭
和

五
十
年
五
月
に
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
来
、
主
力
工
場
と
し
て
ま
す
ま
す
重

要
な
位
置
を
占
め
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
社
員
は
一
九
八
名
で
す
が
、

そ
の
う
ち
地
元
採
用
者
は
一
七
八
名
で

す
。
ま
た
、
操
業
開
始
と
と
も
に
、
東

京
か
ら
移
っ
て
き
た
大
半
の
人
た
ち
も
、

高
萩
市
で
家
を
求
め
、
会
社
、
社
員
一

丸
と
な
っ
て
地
域
に
根
を
お
ろ
し
、
地

域
と
一
体
と
な
り
、
地
元
に
少
し
で
も

多
く
貢
献
が
で
き
る
企
業
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
創
立
以
来
、
和
風
食
品

を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
、
中
華
、
洋
風
、
惣
菜
な
ど

の
商
品
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

総
合
食
品
メ
ー
カ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

「
私
の
先
祖
の
永
谷
宗
七
郎
が
、
約

二
四
○
年
前
、
宇
治
田
原
で
、
そ
れ
ま

で
茶
色
で
味
も
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た

お
茶
を
改
良
し
て
、
味
も
香
り
も
良
い

緑
茶
の
製
造
に
成
功
し
ま
し
た
。

当
社
は
、
そ
う
し
た
〃
創
造
の
精
神
〃

を
受
け
継
ぎ
、
み
な
さ
ん
に
今
ま
で
以

上
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
新
製
品
の
開

発
に
力
を
注
ぎ
、
豊
か
な
食
文
化
の
向

上
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
：
…
山
と
永
谷
社
長
は
話
し
て
い

ま
し
た

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
、
学
校
行
事

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

｜
高
萩
市
・
北
茨
城
市
及
び
十
王
町
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
で
は
、
約

六
百
本
の
視
聴
覚
資
料
の
貸
し
出
し
を

｜
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

今
年
四
月
一
日
に
国
民
年
金
法
が
改

正
さ
れ
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
二

十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
、
す
べ
て
の

か
た
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
任
意
加
入
で

あ
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
、

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
手
続
き
の

済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

の
間
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

○
期
間
不
足
で
年
金
を
あ
き
ら
め
て
い

た
か
た

○
加
入
期
間
が
短
か
く
低
い
年
金
額
に

な
っ
て
し
ま
う
か
た

な
ど
は
、
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い

金
額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

〆
》

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
に
未

雛

至湾伽
急入
手■幼
続竹、
きた

大正15年4月2日～昭和2年4月1日に生まれた人

（納付可能月数25年）

年
金
の
計
算
例

年
金
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

制
度
発
足
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
納
付
可

能
月
数
が
変
わ
り
ま
す
。

科
学
万
博
の
全
容
を
収
録
し
た
十
六

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
「
科
学
の
祭
典
」
の
貸

し
出
し
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
そ
の
他
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
ー
式
（
Ｖ
Ｈ

Ｓ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
高
萩
市
・
北
茨
城
市
及
び
十
王
町

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
へ

壷
二
三
’
七
一
七
四

61年単価

622,800円×納付月数+(保険料免除期間x%)=年金額
25年×12月(300月）

繰り下け支給率
率は一生変わりませんので，請求時に注意してく

ださい。

60歳58％ 61歳65％ 62歳72％

63歳80% 64歳89% 65歳100%

凝詳し<は， 国民年金係へ壷23-2111内線232

70



指
揮

、
、
、
、ノ
イ
オ
リ
ン

ミ
ミ

ハ
ー
ト
ー
ー
ハ

と
き
十
月
二
十
五
日
出

午
後
一
時
開
演

入
場
料
一
、
○
○
○
円

（
大
人
も
小
人
も
同
額
）

入
場
券
発
売
中

親
子
劇
場

新
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

文
化
会
館

催
し
も
の

ゆ
念
の
Ⅲ
手
塚
幸
紀

そ
う
と
も
た
だ

宗
倫
匡

ン
Ｉ
運
命
ほ
か

と
き
十
月
二
十
六
日
⑧

午
後
二
時
三
十
分
開
演

入
場
料
Ａ
席
四
、
○
○
○
円

Ｂ
席
三
、
五
○
○
円

入
場
券
発
売
中

張
訣

映
画植村

直
己
物

簸
鳶
談
箪
…
駕
曙
蕊
ゞ
勲

＝壼
叩

琴

鍵蕊
蕊

鍵
鐘

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
農
民
が
自
由
に
う
っ
て
、
二
、
三
遍
繰
り
返
し
て
う
た
一

一
と
作
り
変
え
た
話
で
あ
っ
て
別
系
統
の
昔
ぅ
と
桃
は
寄
っ
て
き
て
お
婆
さ
ん
の
一

一
鋪
俗
舗
、
ｊ
諄
話
寂
隣
戦
国
話
と
伝
説
」
に
み
え
る
輌
師
樺
、
っ
垂
耐
懲
鴎
軒
小
躍
一

郎
９
有
名
な
昔
話
が
交
じ
り
合
っ
た
桃
太
郎
水
は
辛
い
ぞ
、
こ
っ
ち
の
水
は
甘
い
ぞ
」
｜

｜
鯛
民
倣
田

の
話
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
影
響
を
の
ホ
タ
ル
の
歌
が
影
響
し
て
い
る
の
で
一

志
う
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
古
い
も
の
あ
る
。

｜
高
で
は
種
い
・
明
治
四
剣
巌
谷
季
雄
（
小
波
）
『
日
本
昔
噺
』
明
治
二
十
七
年

い
わ
や
す
え
お

十
一
年
に
巖
谷
季
雄

一
赤
い
箱
と
白
い
箱
に
桃
が
入
っ
て
流
が
著
し
た
『
改
訂
袖し

ゆ
い
う

ち
ん

一
れ
て
き
た
、
と
い
う
桃
太
郎
の
話
が
あ
珍
日
本
昔
噺
』
に
は
、

一
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
本
来
の
桃
お
婆
さ
ん
が
流
れ
て

一
太
郎
昔
話
と
別
系
統
の
昔
話
を
考
え
る
く
る
桃
に
向
か
っ
て
、

一
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
遠
い
水
は
辛
い
ぞ
、

一
関
啓
吾
編
『
桃
太
郎
、
舌
き
り
雀
、
近
い
水
は
甘
い
ぞ
、

一
花
さ
か
爺
』
（
岩
波
文
庫
）
に
も
青
森
辛
い
と
こ
ろ
は
除
け

一
県
西
津
軽
郡
鰺
が
沢
町
の
川
上
か
ら
桃
て
こ
い
、
甘
い
と
こ

あ
じ

一
が
箱
の
中
に
入
っ
て
流
れ
て
き
た
、
と
ろ
へ
寄
っ
て
こ
い
」

一
”

一
い
う
「
桃
の
子
太
郎
」
の
話
が
紹
介
さ
と
手
拍
子
を
面
白
く

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

と
き
十
一
月
十
六
日
⑧

午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

入
場
料
大
人
一
、
○
○
○
円

高
校
生
八
○
○
円

中
学
生
以
下
七
○
○
円

入
場
券
発
売
日
十
月
十
九
日
⑧

▼

みなさんで

お出かけください

～第9回公民館まつり～

と き 10月25日(土）
の2日間

26日旧）

午前9時～午後4時

（ただし， 26日発表の部は午後3時

まで｡）

ところ中央公民館，市民体育館

催しもの展示・バザーの部，発表の部， 日用

品即売会，食堂の部

※家庭で使わずに不用となっている日用品等が

ありましたら日用品即売にどうぞ／中央公民館

で受け付けします。念23-1125



家庭健康シリーズ， ④

ちょっと気になる

「おもらし｣のはなし

高萩協同病院泌尿器科

宮崎 裕医師
おおもりゆうまくん （5歳）

たくまくん （3歳）

えりかちやん（2歳）

と，お母さんの正子さん

（高萩761）

恥
ず
か
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
人
に
話

せ
な
い
。
一
人
で
も
ん
も
ん
と
悩
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
「
お
し
っ
こ
を

漏
ら
す
な
ん
て
、
大
人
の
す
る
こ
と
じ

ゃ
な
い
凶
そ
う
思
い
な
が
ら
、
現
実
に

は
下
着
が
ぬ
れ
て
し
ま
う
。
「
お
も
ら

し
」
は
決
し
て
子
ど
も
た
ち
だ
け
に
み

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

お
し
っ
こ
が
漏
れ
て
し
ま
う
原
因
、

こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
お
し
っ
こ
の
出
口
の
締
ま
り

が
不
十
分
な
場
合
Ｉ
ほ
と
ん
ど
は
女

性
に
み
ら
れ
ま
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を

し
た
り
、
重
い
物
を
持
っ
た
時
な
ど
に

「
ち
よ
ろ
っ
」
と
出
て
し
ま
う
の
が
こ

れ
で
す
。

ぽ
う
こ
う

第
二
は
、
膀
胱
と
い
う
お
し
っ
こ
を

た
め
る
袋
が
過
敏
に
な
っ
て
、
す
ぐ
に

縮
ま
っ
て
し
ま
う
場
合
例
え
ば
、

膀
胱
炎
な
ど
で
細
菌
が
入
り
込
ん
だ
と

き
に
み
ら
れ
ま
す
。
お
し
っ
こ
が
出
た

2人のお兄ちゃんの影響で， え

りかちやんも「ぼく」という。

ぼくは，元気でわんぱくだけど，

このとおり， かわいい女の子です，
ー

口
農
作
物
に
害
を
お
よ
ぼ
す
い
の
し
し

か
ら
す
等
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、
市
の

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
員
の
ご
協
力
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

駆
除
は
、
被
害
を
受
け
た
農
・
林
家

か
ら
常
設
委
員
を
通
じ
て
届
け
出
の
あ

い
と
思
う
と
、
ど
う
に
も
な
ら
ず
ト
イ

レ
に
行
き
着
く
前
に
出
て
し
ま
う
の
で

す
。

第
三
は
、
膀
胱
と
い
う
袋
が
い
つ
も
い

っ
ぱ
い
で
、
そ
こ
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
し
ま

う
場
合
‐
こ
れ
は
お
年
寄
り
の
男
性

に
多
く
、
お
し
っ
こ
の
出
が
悪
か
っ
た

り
、
出
た
後
も
残
っ
て
い
て
、
ま
た
す

ぐ
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。

こ
う
し
た
「
お
も
ら
し
」
の
治
療
は
、

ほ
と
ん
ど
が
お
薬
で
す
。
そ
し
て
、
第

一
、
二
の
原
因
で
は
、
九
割
以
上
が
お

薬
だ
け
で
完
全
に
治
る
の
で
す
。
た
だ

し
、
第
三
の
原
因
で
は
、
そ
の
も
と
と

な
る
病
気
の
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
相
談
す
れ

ば
、
あ
な
た
の
足
ど
り
は
軽
や
か
に
な

る
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。

有
害
鳥
獣

（
い
の
し
し
、
か
ら
す
等
）
の

駆
除
に
つ
い
て

っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
県
の
許
可
を
受

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

被
害
地
域
（
山
林
、
田
畑
、
牧
場
等
）

へ
の
駆
除
立
ち
入
り
に
つ
い
て
は
、
地

主
の
み
な
さ
ん
の
特
段
の
ご
配
慮
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
駆
除

実
施
の
際
に
は
、
危
険
で
す
の
で
実
施

地
域
へ
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ｌ
農
林
課
Ｉ

違反建築なくして住みよい街づくり

建築する時の手続

建築（新築，増築，改築，移転）する時は，県の建築主事の確認を受け

てから工事に着手しましょう。

工事の際には，必ず確認済の標示板を掲示しましょう。

建築物の敷地と道路

A図建築物の敷地は， 4．0m以上の道路に2.0m接続しなければ建築でき

ません。

B図 1.8m以上4.0m未満の道路の場合は，道路の中心線から2.0mを後退

しなければ門，へい等を含むすべての建築物は建築できません。

＝

消防署からのおしらせ 御
岬
魂
鋤
障
シ
津
〆

ユ
ー
鯵
手
・
垂
琴

図

旋
穿

Ａ

戸

一

や

ご
相
談
は
、
消
防
署
（
警

防
係
）
に
ご
遠
慮
な
く
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

盃
二
二
’
二
二
五
八

消
防
署
で
は
、
例
年
多
い

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
、
子

ど
も
た
ち
の
火
遊
び
に
よ
る

人
家
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る

た
め
、
家
屋
周
辺
の
枯
れ
草

等
の
除
去
を
お
願
い
し
て
い

手
衷
斗
９

一一 グー

皆さんで協力して明るい街づく りに努めましょう

※違反建築防止週間 10月11B(t)～17日(金）
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一
般
展
示

○
文
化
会
館
千
一
月
二
日
⑧
～
四
日
㈹
）

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
写
真
、
川
柳
、

皐
月
、
美
術

○
中
央
公
民
館
千
一
月
二
日
⑧
～
四
日
四

盆
栽
、
編
物
、
革
工
芸
、
七
宝
焼
、

華
道
、
手
芸

○
春
日
町
児
童
公
園
土
且
百
回
～
十
四
日
②

菊
花
（
盆
養
）

発
表
会
（
文
化
会
館
）

十
一
月
二
日
⑪
琴
、
日
舞

十
一
月
三
日
㈲
民
謡
、
尺
八

十
一
月
九
日
⑧
剣
舞
、
詩
舞
、
吟

詠

大
会
（
中
央
公
民
館
）

《相談コーナー》 文
化
祭
の
開
催
日
程

9
1 行

政
相
談
と
人
権
相
談
の

合
同
相
談
会

とh

Dー』

き
十
月
十
三
日
向

6

力
腫
き 号

国
道

市民センター

金22-記83
幻

〆

募
集
内
容

市
内
在
住
及
び
在
勤
の
人
で
、
原
則

と
し
て
高
校
生
以
上

（
楽
器
を
所
有
し
て
い
な
く
て
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
村
卓
司
高
萩
八
一
九
’
四
九

壷
二
二
’
四
六
三
八

十
一
月
三
日
㈲

十
一
月
九
日
⑧

市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

市
民
吹
奏
楽
団

団
員
募
集
中
ノ

来
年
の
四
月
か
ら
、
幼
稚
園
に
入
る

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

担
当
行
政
相
談
員

人
権
相
談
員

法
務
局
職
員

※
相
談
は
無
料
で
す
。

秋
季
行
政
相
談
強
調
週
間

十
月
十
二
日
日
か
ら

十
八
日
出
ま
で

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

問
い
合
わ
せ
の
相
談
に
応
じ
る
相

談
員
と
し
て
、
高
萩
市
に
は
神
長

新
一
さ
ん
（
島
名
）
が
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
α

盃
二
二
’
三
七
七
三

川
柳
大
会

短
歌
大
会

ー

お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

○
入
園
資
格

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。

○
願
書
受
付

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
五
日
伽
か
ら

十
一
月
十
二
日
附
ま
で
。
願
耆
は
、
十

月
二
十
九
日
伽
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布

し
ま
す
。
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
十
二

時
ま
で
で
す
。

○
募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
百
六
十
人

秋
山
幼
稚
園
百
六
十
人

東
幼
稚
園
八
十
人

松
岡
幼
稚
園
八
十
人

※
い
ず
れ
も
一
年
保
育
で
す
。
詳
し
く

人
権
擁
讓
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

児
童
・
生
徒
間
の
「
い
じ
め
」

は
、
人
権
問
題
で
す
。
「
い
じ
め
」

の
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
で
も
受

け
て
い
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

鈴
木
広
次
上
君
田
五
三
七

壷
二
八
’
○
一
○
三

山
口
安
一
安
良
川
三
○

壷
二
三
’
六
六
六
五

小
松
正
治
春
日
町
二
’
二
九

念
二
二
’
三
○
四
二

永
山
美
智
雄
下
手
綱
五
九
○

云
二
二
’
二
七
三
五

(巡回法律相談I は
、
教
育
委
員
会
学
務
課
盆
二
三
’
二

一
二
ま
た
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い

合
わ
せ
／
、
だ
さ
い
。

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
で
は
、

来
年
四
月
採
用
の
消
防
職
員
を
募
集
し

ま
す
。職

種
消
防
士

募
集
人
員
若
干
名

※
な
お
、
詳
し
く
は
高
萩
市
・
十
王
町

事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

念
二
二
’
二
二
五
八
内
線
一
二

来
年
四
月
採
用
の

職
員
募
集
に
つ
い
て

專門の弁護士が無料で法律の相談に応じます《

と き 11月7日(翁，午前10時～午後3時

ところ高萩市民センター

（市内春日町2－22念22 5683）
かｵ)らぶき

弁護士瓦葺隆彦，荒川誠司

ー

(一日無料相談｝

10月13日(月),午前9時30分～午後4時

高萩市役所3階会議室

茨城県行政書士会県北支部員

（責任者，支部長大野五夫）

と き

ところ

相談員

あ
ぶ
く
ま
洞
観
察
会

参
加
者
募
集

と
き
十
一
月
九
日
㈹

八
時
～
十
三
時

と
こ
ろ
あ
ぶ
く
ま
洞
（
福
島
県
田
村

郡
滝
根
町
）

募
集
人
員
先
着
四
十
名

参
加
費
大
人
八
○
○
円
、
中
学
生
五

○
○
円
、
小
学
生
四
○
○
円

（
入
場
料
、
傷
害
保
険
代
含

む
。
昼
食
各
自
用
意
）

申
し
込
み
十
月
二
十
日
㈲
～
三
十
一

日
㈱
ま
で
に
参
加
費
を
添
え

て
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
念
二
三
’
二
三
一

主
催
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の

〈
云

交通事故のご相談はお気軽にどうぞ
（無料）

午前9時30分～午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで｡(第2 ･第3土曜日は休みます｡）

弁護士相談日毎週水曜日，午後1時～4時
〒310水戸市南町3－4－57

水戸セントラルビル4階

水戸自動車保険請求相談センター

念0292 26-1693 （電話の相談もお受けします｡）
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日曜当番医

識
蝿

弱遜

時間は， いずれも午前9時から午後4時までですc

○
大
心
苑

一
万
一
千
百
二
十
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
青
年
会
議
所

五
万
七
千
七
百
二
十
四
円社

会
福
祉
へ

○
鈴
木
健
二
さ
ん
下
君
田

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

騨撚

善
意
あ
り
が
と
う

識鱗鮮鍾篭無蕊雛：減総鍵

自然は四季折々の色彩を見事に演出

し私たちを包んでくれている。

花員ダムの湖面は，静かに秋の色を

映し出している。（
）

高萩美術協会員篠原康夫

r一一・一~~､一・一・一一一一・一一ー一.一一・一・一一一一・一可 ○
片
根
七
之
介
さ
ん
高
萩

一
万
五
千
六
百
三
十
六
円社

会
福
祉
へ

○
高
堀
末
男
さ
ん
島
名

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
安
藤
鉄
工
所

七
千
円
社
会
福
祉
へ

○
台
、
駒
木
原
高
砂
会

一
万
五
十
一
円
社
会
福
祉
へ

○
姜
恵
子
さ
ん
安
良
川

十
七
万
五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
セ
イ
ブ
高
萩
東
店
従
業
員

二
万
円
社
会
福
祉
へ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

紅葉の

鱗
一 一趣

東照宮

～第16回高萩市民号～

参加者募集／
…I

萩
谷
秋
琴
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七

か
わ
い
ざ
上
く
ど
う

五
年
）
下
手
綱
に
生
ま
れ
、
川
合
玉
堂

氏
に
日
本
画
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

き
よ
う
べ
ん

一
関
、
甲
府
、
台
湾
で
教
鞭
を
と
り
、

各
地
の
名
所
や
高
萩
周
辺
の
風
景
画
を

数
多
く
残
し
ま
し
た
。
今
回
、
秋
琴
の

作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
十
一
月
一
日
出
～
三
十
日
⑧

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分

と
こ
ろ
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
展
示

は
ぎ
や
し
ゅ
う
き
ん

萩
谷
秋
琴
展

関所を越えると， もうそこは江戸時代のたたずまい。

｢時を超えたタイムトラベル｣の気分を味わえます。

今年の市民号は紅葉の日光（東照宮，江戸村見学）で

す。あなたも，江戸時代への旅に出かけてみませんか。

（
》

10月23日（木）

日光東照宮， 日光江戸村

若干名

市役所市民相談室（現金を添えて）

大人･･…･…11,000円

小人……… 8,500円（小学生以下）

（旅費入場料，昼食， 夕食，含みます｡）

と き

ところ

募集人員

申込受付

費 用

餅辮騨"癖蕊辮蕊辮癖"鰄獺"卿織…鍛織"鋳"露癖癖嬢………辮箪識鍛瀬鍛辮擁懲驚

～人口と世帯～

前月比

人口 34,295 （＋42）

男 16,888 （＋24）

女 17,407 （＋18）

世帯10,271 (+11)

-10月の納税一

轄
堤

却
灘
“
薙
職
蕊行 程

高萩一宇都宮
6:30 10:10

高萩一宇都宮
21:30 18:30

侭

iズ

市県民税（3期）日光東照宮見学食事
12:00 14:30司〆

ユュ§ヌ

日光江戸村見学
16:50 15:20

納期限10月31日

(昭和6'年9月1日現在） ：
“識“講蕊謹辮蕊総“癖蕊識艤蕊識螺蕊織蝉辮辮騨溌

l ※詳しくは，市民相談室へ壷23-2111内線262 1
L－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一」

鋤螺蛎鍛蝿蕊難癖燕難#窯醗溌凝繊『終鮮点綴蒋蝋野戦:鰯鰄簿脱

14－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－

10月12日

10月19日

10月26日

11月2日

11月9日

石病院

十王医院

渡医院

全牛堂医院

滝川医院

白土医院

十王医院

東本町

卜王町

大和町

本町

春日町

東本町

十王町

23－1711

32－3266

22 2202

22-2306

23-3100

22－2697

32－3266


